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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
ウ
タ
と
カ
タ
リ
―
比
較
歌
謡
研
究
の
現
場
か
ら

歌
わ
れ
る
詩
と
歌
謡

―
十
九
世
紀
の
ビ
ル
マ
の
鼓
歌
の
詩
形
式
を
例
に
―

井 

上
　
さ 

ゆ 

り
　

一　

は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
提
起
さ
れ
た
「
ウ
タ
と
カ
タ
リ
は
、

ど
う
重
な
り
合
い
、
ど
こ
で
別
れ
て
く
る
の
か
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、

ビ
ル
マ
に
お
い
て
「
詩
」
と
さ
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
が
「
歌
わ
れ
る
」
場
合
に

つ
い
て
の
例
を
挙
げ
て
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
十
九
世
紀
に
作

品
が
数
多
く
作
ら
れ
た
「
鼓
歌
（
パ
ッ
ピ
ョ
ー
）
（
１
）」

と
い
う
、
ビ
ル
マ
古

典
歌
謡
の
中
心
的
ジ
ャ
ン
ル
を
例
に
論
じ
る
。

　

ビ
ル
マ
に
お
い
て
、
十
九
世
紀
以
前
に
当
た
る
王
朝
時
代
の
文
学

（
サ
ー
ペ
ー
）
は
、
韻
文
（
リ
ン
ガ
ー
）
と
散
文
（
ザ
ガ
ビ
ェ
ー
）
に
分

け
ら
れ
、
さ
ら
に
韻
文
（
リ
ン
ガ
ー
）
は
、
詩
（
ガ
ビ
ャ
ー
）
と
歌
（
タ

チ
ン
）
に
分
け
ら
れ
て
語
ら
れ
る
（
２
）。

従
来
、
ビ
ル
マ
に
お
け
る
「
詩
」
と

「
歌
謡
」
に
つ
い
て
の
論
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
別
や
定
義
に
終
始
し
て
き

た
。
し
か
し
実
際
に
は
、「
詩
」
と
分
類
さ
れ
る
形
式
が
楽
器
演
奏
を
伴
っ

て
歌
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
事
例
に
関
す
る
考
察
は
、
こ
れ
ま

で
な
さ
れ
て
き
て
い
な
い
。

　

本
稿
が
対
象
と
す
る
「
詩
」
及
び
「
歌
謡
」
は
、
王
宮
を
中
心
と
し
て

作
ら
れ
記
録
保
存
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
歌
謡
の
旋
律
や
演
奏
法
は

口
承
さ
れ
て
き
た
が
、
歌
詞
に
つ
い
て
は
十
八
世
紀
以
降
の
記
録
が
残
っ

て
お
り
、
書
承
の
面
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
詩
に
関
し
て
は
、

十
一
世
紀
以
降
の
碑
文
を
始
め
と
し
て
書
か
れ
て
残
さ
れ
て
お
り
、
書
承

の
面
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
今
回
対
象
と

す
る
も
の
は
口
承
文
芸
と
は
厳
密
に
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

音
源
に
つ
い
て
は
、
作
品
の
同
時
代
録
音
は
な
い
。
し
か
し
、
コ
ン
バ

ウ
ン
時
代
（
一
七
五
二
―
一
八
八
五
）
末
頃
よ
り
現
在
に
至
る
ま
で
演
奏

者
の
系
譜
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
（
３
）、
歌
謡
の
旋
律
と
楽
器
の
演
奏
法

は
口
承
さ
れ
、
特
定
の
旋
律
パ
タ
ー
ン
が
複
数
の
作
品
に
繰
り
返
し
現
れ

る
こ
と
か
ら
、
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
は
現
在
で
も
あ
る
も
の
の
、
旋
律
の
基
本

構
造
は
大
幅
に
は
変
化
し
て
い
な
い
と
考
え
る
（
４
）。

二　

ビ
ル
マ
に
お
け
る
「
詩
」
と
「
歌
謡
」

　
「
詩
」
と
「
歌
謡
」
の
下
位
区
分
で
あ
る
各
ジ
ャ
ン
ル
名
を
見
る
と
、

双
方
と
も
に
「
～
歌
（
チ
ン
、
ジ
ン
）」
と
付
さ
れ
た
も
の
が
多
く
見
ら

れ
る
。
例
え
ば
、「
エ
ー
ジ
ン
（
史
謡
）」、「
カ
ー
ジ
ン
（
楯
歌
）」、「
ア
イ

ン
ジ
ン
（
相
聞
歌
）」
等
は
名
称
は
「
歌
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
詩
」
に

分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
点
で
「
詩
」
と
「
歌

謡
」
は
区
別
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
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二
―
一　
「
詩
」
と
「
歌
謡
」
の
区
別

　
「
詩
」
と
「
歌
謡
」
の
区
別
の
主
な
指
標
に
、
ま
ず
「
楽
器
伴
奏
の
有

無
に
よ
る
区
別
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、「
詩
」
と
「
歌
謡
」
の
両

方
を
「
音
楽
（
ギ
ー
タ
）」
と
捉
え
た
上
で
、
楽
器
伴
奏
を
伴
わ
な
い
で

歌
う
も
の
、
も
し
く
は
歌
え
る
も
の
を
「
ワ
サ
ナ
ー
リ
ン
ガ
ー
ヤ
・
ギ
ー

タ
（
話
す
韻
文
音
楽
）」
と
し
、
楽
器
演
奏
と
共
に
歌
っ
た
ほ
う
が
よ
り

よ
い
音
楽
を
「
ト
ー
タ
リ
ン
ガ
ー
ヤ
・
ギ
ー
タ
（
耳
の
韻
文
音
楽
）」
と

分
け
た
も
の
で
あ
る
［G

oun B
an 1962:88

］。
前
者
が
「
詩
」
に
相
当

し
、
後
者
が
「
歌
謡
」
に
相
当
す
る
。

　

二
つ
目
は
、
押
韻
方
法
の
違
い
に
よ
る
区
別
で
あ
る
。「
歌
は
音
、
詩

は
韻
」［Tho Zin 1965:51

］
と
言
わ
れ
、「
詩
」
が
押
韻
規
則
を
持
つ

の
に
対
し
、「
歌
謡
」
に
お
い
て
は
押
韻
規
則
は
厳
密
で
は
な
い
。

　

三
つ
目
は
、
音
の
長
さ
の
違
い
に
よ
る
区
別
で
あ
る
。「
歌
謡
と
詩
に

は
違
い
は
な
い
。
歌
謡
と
は
音
に
つ
い
て
の
名
称
で
あ
る
。
詩
を
三
マ

タ
ャ
ー
（
一
マ
タ
ャ
ー
は
ま
ば
た
き
一
回
の
長
さ
）
よ
り
も
よ
け
い
に
詠

ず
れ
ば
歌
謡
に
な
る
」［Tho Zin 1965:271

］
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

詠
じ
る
、
歌
う
と
い
う
行
為
の
違
い
に
基
づ
い
て
「
詩
」
と
「
歌
謡
」
を

区
別
す
る
考
え
方
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ビ
ル
マ
に
お
け
る
「
詩
」
と
「
歌
謡
」
の
区
別
は
、
テ

キ
ス
ト
の
形
式
か
ら
区
別
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
、
詠
じ
る
／
歌
う
と
い
う

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
違
い
か
ら
区
別
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
混
在
し
て
い
る
。

　

作
り
手
に
つ
い
て
は
、
僧
侶
は
「
歌
謡
」
で
は
な
く
「
詩
」
を
多
く
作
っ

て
い
る
も
の
の
、「
詩
」
と
「
歌
謡
」
の
作
り
手
は
特
に
分
か
れ
て
は
い
な

い
。
ま
た
、
ビ
ル
マ
古
典
文
学
の
代
表
的
な
文
献
で
あ
る
『
ビ
ル
マ
文
学

史
』［Pe M
aung Tin 1987

（1958

）］、『
ビ
ル
マ
文
学
作
品
集
』（
全
七

巻
）［M
yint K

yi eds.1992-1993

］
に
は
「
詩
」「
歌
謡
」
と
も
に
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
双
方
が
文
学
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

二
―
二　
「
詩
」
の
形
式

　
「
詩
」
は
、
押
韻
規
則
に
も
と

づ
い
て
作
詩
さ
れ
、
一
行
四
音

節
を
基
本
と
す
る
。一
行
三
、五
、

六
、七
音
で
終
わ
る
場
合
も
あ

る
。
以
下
、代
表
的
な
詩
の
ジ
ャ

ン
ル
を
三
つ
挙
げ
る
。

　

①
「
四
音
古
詩
（
レ
ー
ロ
ン

サ
ッ
・
リ
ン
ガ
ー
）」
と
呼
ば
れ

る
ジ
ャ
ン
ル
に
は
、
図
１
に
示

し
た
よ
う
に
、
基
本
の
押
韻
方

法
が
六
種
あ
る
。
一
行
を
四
音

で
構
成
す
る
。
ビ
ル
マ
語
で
は
、

各
音
節
の
母
音
と
声
調
の
部
分

で
韻
を
踏
む
。
図
中
、
記
号
が

同
一
の
箇
所
は
押
韻
箇
所
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
図
１
の
（
1
）

は
、
一
行
目
の
四
音
目
、
二
行

図 1　「四音古詩」の押韻規則
(1)（基本） (2) (3) (4) (5) (6)
４―３―２ ４―３―１ ４―１ ４―２ ３―１ ３―２

－－－☆ －－－☆ －－－☆ －－－☆ －－☆－ －－☆－
－－☆－ －－☆－ ☆－－－ －☆－＊ ☆－－－ －☆－－
－☆－＊ ☆－－＊ －＊－＃
－－＊－ －－＊－ －＃－△

＊－－＃ －△－○
－－＃－ －○－□
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目
の
三
音
目
、
三
行
目
の
二
音
目
（
図
中

☆
印
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
韻
を
踏
ん
で

い
る
。
そ
し
て
三
行
目
の
四
音
目
か
ら
再

度
韻
を
踏
ん
で
い
く
（
図
中
＊
印
）。

　

や
は
り
代
表
的
な
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る

②
季
節
詩
（
ヤ
ド
ゥ
）
で
は
、
押
韻
規

則
は
①
の
「
四
音
古
詩
」
と
同
じ
で
あ

る
。
た
だ
し
、「
四
音
古
詩
」
は
章
の

数
に
制
限
が
な
い
の
に
対
し
、
季
節
詩

は
節
の
数
が
三
節
ま
で
、
各
節
の
行
数

は
多
く
の
場
合
十
三
～
十
八
行
（
最
高

一
〇
八
行
）
ま
で
と
制
限
が
あ
り
、
終

末
の
単
語
数
に
も
決
ま
り
が
あ
る
。
ま

た
、
一
行
四
音
と
一
行
五
音
で
交
互
に

作
詩
す
る
場
合
も
あ
る
。

　

③
二
節
詩
（
ド
ゥ
エ
ー
ジ
ョ
ー
）
も
、

代
表
的
な
詩
形
の
一
つ
で
あ
る
。
二
句

も
し
く
は
三
句
で
始
め
て
、
二
～
四
句

で
終
わ
る
。
例
と
し
て
、「
メ
ー
ザ
ー
森
」

と
い
う
題
名
の
詩
を
挙
げ
る
（
図
2
）。

こ
れ
は
二
句
（
図
中
の
1
、
2
行
）
で

始
め
て
三
句
（
図
中
3
、
4
、
5
行
）

で
終
わ
っ
て
い
る
。

二
―
三　
「
歌
謡
」
の
形
式

　

二
―
三
―
一　

�

歌
謡
ジ
ャ
ン
ル

区
分

　

歌
謡
の
場
合
は
、
調
律
方
法
、
リ

ズ
ム
、
前
奏
部
分
の
旋
律
、
終
末

部
の
旋
律
な
ど
に
よ
っ
て
各
ジ
ャ

ン
ル
が
定
義
さ
れ
る
。
数
は
少
な

い
が
、
歌
詞
内
容
に
基
づ
い
て
細

分
化
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
ル
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
個
々
の
作
品
を
見
て

い
く
と
、
ジ
ャ
ン
ル
定
義
に
当
て

は
ま
ら
な
い
も
の
も
多
数
見
ら
れ

る
［
井
上　

二
〇
〇
八
ｂ
］。
表
1

は
筆
者
が
ヤ
ン
ゴ
ン
市
の
国
立
図

書
館
、
大
学
中
央
図
書
館
、
大
学
中

央
歴
史
研
究
セ
ン
タ
ー
図
書
館
に

お
い
て
調
査
確
認
し
た
、
貝
葉
に

記
録
さ
れ
た
歌
謡
集
で
あ
る
。
タ

イ
ト
ル
は
簡
略
化
し
た
も
の
で
あ

り
、
参
考
文
献
中
に
該
当
す
る
番

号
を
示
し
た
。
①
～
③
の
歌
謡
集

表 1　貝葉に記録された歌謡集

原本年 編者 タイトル 写本年
1788
1820
1849

モンユエー僧正
ミャワディ・ミンジー・ウー・サ＊

ミャワディ・ミンジー・ウー・サ

①「モンユエー僧正の古い楽曲集」
②「37 の精霊歌」
③「ウー・サの文集と歌謡集」

1917
1876, 1893, n.d.
1883, 1902, n.d.

1870
1881（5）

1917

ゼーヤーチョーティン他
ウー・ヤウッ
ウェッマスッ郡長

④「歌謡題名数の御記録」
⑤「大歌謡の世界」
⑥「著名音楽作品全集」

1870
1893（刊本 1881）
1917

＊以下、ウー・サとする

図 2　「二節詩」の押韻規則
「メーザー・ミャイン（メーザー森）」

1 e thwe: ya chi ― ― ―＊ 穏やかな風がそよぎ
2 shwe phi ga hmwe: ―＊―○ 金色のオトギリソウの花は芳しい
3 pan: nge ngoun hkain hnin. ― ― ― ＃― 花粉をふくむ蕾
4 me za myain ga nain ouk hma ― ―＃― ―＄― 鬱蒼としたメーザー森の奥深く
5 shwe bouk ka kywe: ―＄―○ ハシナガバンケン鳥のさえずり

（テキスト［Zaw Gyi eds. nd:71］、訳は筆者）　
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に
お
い
て
は
一
部
の
作
品
の
み
に
歌
謡
ジ
ャ
ン
ル
名
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、

④
以
降
は
全
て
の
歌
謡
作
品
が
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
口

承
さ
れ
て
き
た
歌
謡
作
品
の
う
ち
、
演
奏
形
式
か
ら
は
特
定
の
ジ
ャ
ン
ル

に
区
分
で
き
な
い
も
の
も
、
歌
謡
集
編
纂
の
際
に
ジ
ャ
ン
ル
を
定
め
ら
れ

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
歌
謡
集
の
編
纂
は
、「
詩
」

で
は
な
く
「
歌
謡
」
に
分
類
さ
れ
る
も
の
を
明
確
に
し
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。

　

二
―
三
―
二　

歌
謡
の
創
作
技
法

　

歌
謡
の
創
作
技
法
の
特
徴
と
し
て
、
特
定
の
旋
律
に
基
づ
い
て
創
作
す

る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
あ
る
一
定
の
旋
律
に
対
し
て
歌
詞
の
書

き
換
え
が
行
わ
れ
る
技
法
が
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
現
在
演
奏
が
確

認
で
き
る
作
品
に
関
し
て
い
え
ば
、
他
の
作
品
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
旋

律
の
み
で
創
作
さ
れ
た
作
品
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
［
井
上

二
〇
〇
八
ａ
］。
あ
る
曲
全
て
が
他
の
曲
の
旋
律
を
使
用
し
た
「
替
え
歌
」

も
多
く
見
ら
れ
る
。

三　

歌
わ
れ
る
「
詩
」
と
「
歌
謡
」

三
―
一　
「
歌
謡
」
作
品
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
歌
わ
れ
る
場
合

　
「
詩
」
と
「
歌
謡
」
は
、
韻
文
と
し
て
の
作
ら
れ
方
に
お
い
て
違
い
が

あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
た
。
し
か
し
、「
歌
謡
」
の
歌
詞
の
一
部
が
「
詩
」

の
形
式
で
作
詩
さ
れ
、
歌
と
し
て
歌
わ
れ
る
例
が
、
コ
ン
バ
ウ
ン
時
代
に

数
多
く
作
ら
れ
た
鼓
歌
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
に
多
く
見
ら
れ
る
。

　

鼓
歌
の
多
く
に
は
、
作
品
の
終
末
部
に
二
節
詩
、
も
し
く
は
四
節
詩
の

形
式
で
作
ら
れ
た
歌
詞
が
付
さ
れ
る
。
こ
の
部
分
は
歌
詞
が
異
な
っ
て
も
、

同
じ
旋
律
で
歌
わ
れ
る
も
の
が
多
い
。
さ
ら
に
、
鼓
歌
の
作
品
の
途
中
に

季
節
詩
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ウ
ー
・
サ
（
一
七
六
六

―
一
八
五
三
）
作
の
「
コ
ン
バ
ウ
ン
パ
ラ
メ
ー
」
と
い
う
題
名
の
鼓
歌
作

品
［U

H
R

C
 465: gu(w

)-guu(ke)

］（
（
（

で
は
、
作
品
の
終
末
部
だ
け
で
な

く
途
中
二
箇
所
に
二
節
詩
が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
季
節
詩
も
挿
入

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
部
分
の
歌
詞
は
音
数
・
押
韻
規
則
に
基
づ
い
て

い
る
が
、
そ
の
他
の
部
分
の
歌
詞
は
音
数
、
押
韻
規
則
に
基
づ
か
ず
に
作

詩
さ
れ
て
い
る
。

三
―
二　
「
詩
」
と
し
て
歌
わ
れ
る
場
合

　

詩
は
、
国
王
に
奏
上
す
る
際
に
は
旋
律
を
伴
っ
て
歌
わ
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
際
に
、
旋
律
が
常
に
一
定
し
て
い
た
の
か
、
即
興
で
あ
っ

た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
歌
い
方
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
作
品
も

あ
る
。
報
告
の
際
に
取
り
上
げ
た
録
音
は
「
メ
ー
ザ
ー
タ
ウ
ン
チ
ェ
ー
」

と
い
う
題
名
の
季
節
詩
で
あ
り
、
歌
手
は
存
命
の
ウ
ー
・
ト
ゥ
ン
シ
ュ
エ

と
い
う
人
物
で
あ
る
。
先
に
例
に
挙
げ
た
、
鼓
歌
に
取
り
込
ま
れ
た
季
節

詩
は
鼓
歌
の
旋
律
に
の
っ
と
っ
て
い
た
が
、
こ
ち
ら
の
季
節
詩
は
、
古
典

歌
謡
の
旋
律
に
の
っ
と
ら
ず
に
独
自
の
旋
律
で
歌
わ
れ
て
い
る
。
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お
わ
り
に

　

ビ
ル
マ
に
お
い
て
「
詩
」
と
「
歌
謡
」
は
、
韻
文
と
し
て
発
達
し
た

と
い
う
共
通
点
を
持
つ
。
し
か
し
、「
詩
」
は
押
韻
規
則
に
基
づ
い
て
作

ら
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
「
歌
謡
」
の
歌
詞
は
一
定
の
旋
律
に
歌
詞
を
当
て

は
め
て
い
く
形
で
作
詩
さ
れ
る
技
法
が
中
心
に
あ
り
、「
詩
」
と
「
歌
謡
」

は
作
詩
の
技
法
が
異
な
る
。
作
る
側
か
ら
み
れ
ば
、「
詩
」
を
作
る
た
め

に
は
意
味
を
為
す
韻
を
踏
む
た
め
に
多
く
の
語
彙
に
精
通
し
て
い
る
必
要

が
あ
り
、「
歌
謡
」
を
作
る
た
め
に
は
数
多
く
の
旋
律
を
覚
え
こ
ん
で
い

る
必
要
が
あ
る
。

　

一
方
で
、「
詩
」
と
「
歌
謡
」
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
お
い
て
は
ど
ち

ら
も
歌
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
際
に
「
ウ
タ
」
と
い
う
観
点
か
ら
は

重
な
り
合
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　

本
稿
で
は
、「
詩
」
と
「
歌
謡
」
の
違
い
と
重
な
り
合
う
点
を
提
示
す

る
に
留
ま
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
ビ
ル
マ
に
お
け
る
創
作
の
営
為
を
考

え
て
い
く
上
で
非
常
に
重
要
な
視
座
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。
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